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本
の
大
手
企
業
の
間
で
株
式
持

ち
合
い
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

か
つ
て
の
よ
う
な
金
融
機
関
を
軸
に
し
た

持
ち
合
い
で
は
な
い
が
、
戦
略
的
な
提
携
強

化
や
買
収
防
衛
を
に
ら
ん
だ
安
定
株
主
づ

く
り
と
み
ら
れ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
急

速
に
進
ん
だ
持
ち
合
い
解
消
の
流
れ
は
反

転
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
年
三
月
、
新
日
鉄
、
住
金
、
神
戸
製

鋼
の
鉄
鋼
大
手
三
社
が
相
互
の
株
式
持
ち

合
い
比
率
を
引
き
上
げ
る
と
表
明
。
続
い

て
新
日
本
石
油
と
コ
ス
モ
石
油
、
さ
ら
に
松

下
電
器
と
ト
ヨ
タ
な
ど
が「
提
携
強
化
」を

目
的
に
株
式
持
ち
合
い
に
動
い
た
。

大
和
総
研
に
よ
る
と
、
上
場
企
業
の
株

式
持
ち
合
い
比
率（
株
数
ベ
ー
ス
）は
一
九
九

一
年
度
の
二
三
・
六
％
か
ら
〇
三
年
度
に

は
七
・
四
％
に
ま
で
減
少
し
た
が
、
〇
五
、

〇
六
年
度
あ
た
り
か
ら
じ
り
じ
り
上
昇
に

転
じ
て
い
る
と
い
う
。

持
ち
合
い
増
加
の
背
景
に
は
、
取
引
先

と
の
提
携
強
化
と
い
う
事
業
戦
略
の
側
面

も
あ
る
が
、
一
方
で
は
世
界
的
な「
M
＆
A

ブ
ー
ム
」の
下
で
、
突
然
の
企
業
買
収
か
ら

身
を
守
る
防
衛
策
と
い
う
性
格
も
色
濃
い
。

新
日
鉄
の
三
村
明
夫
社
長
は
、
世
界
的

な
鉄
鋼
再
編
を
意
識
し
て「
潜
在
的
な
脅

威
に
備
え
る
」と
明
言
し
て
お
り
、
そ
の
狙

い
は
明
ら
か
だ
。
膨
大
な
資
金
を
擁
す
る

投
資
フ
ァ
ン
ド
や
外
国
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
が

敵
対
的
な
企
業
買
収
を
仕
掛
け
て
き
て

も
、
持
ち
合
い
株
の
存
在
が
買
収
阻
止
の

手
段
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
目
的
や
動
機
が
何
で
あ
れ
、
企

業
間
の
株
式
持
ち
合
い
が
拡
大
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
好
ま
し
い
話
で
は
な
い
。
企
業

資
本
の
効
率
化
に
逆
行
す
る
ほ
か
、
株
主

権
の
抑
制
や
企
業
間
競
争
の
制
限
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な「
弊
害
」を
生
む
危
険
を
は
ら
ん

で
い
る
か
ら
だ
。
株
式
の
持
ち
合
い
は「
も

た
れ
合
い
」と
隣
り
合
わ
せ
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
企
業
間
の
取
引
関
係
の
固
定
化
や

「
よ
そ
者
排
除
」な
ど
の
企
業
行
動
を
生
み
、

企
業
の
適
正
な
合
理
化
を
妨
げ
る
要
因
と

な
り
や
す
い
。

ま
た
、
企
業
会
計
の
原
則
か
ら
見
て
も
、

持
ち
合
い
株
の
増
大
は
結
果
的
に「
資
本

金
の
水
増
し
」に
つ
な
が
る
資
本
空
洞
化
を

生
み
、
企
業
の
資
本
充
実
の
原
則
に
反
す

る
。
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
至
る
八
〇
年
代
後

半
、
企
業
の
猛
烈
極
ま
る
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
軸
に
銀
行
と
企
業
の
株
式
持
ち

合
い
が
急
拡
大
し
、
そ
の
こ
と
が
日
本
企
業

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
大
き
く
歪

め
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
株
主
権
の
行
使
と
い
う
面
か
ら

見
て
も
、
資
本
提
携
先
の
企
業
は
互
い
に
友

好
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に「
物
言
う
株
主
」と

は
な
り
え
ず
、
本
来
の
株
主
で
あ
る
個
人
や

機
関
投
資
家
に
よ
る
チ
ェッ
ク
機
能
が
十
分

に
働
き
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
買
収
防
衛

策
と
し
て
の
持
ち
合
い
拡
大
は
、
一
般
的
に

企
業
間
競
争
を
抑
制
す
る
方
向
に
作
用
す

る
と
い
う
点
だ
。
例
え
ば
、
鉄
鋼
三
社
の
場

合
、
買
収
側
企
業
は
一
応
外
国
企
業
と
想

定
さ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
株
式
を
持
ち
合

う
の
が
長
年
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
同
士
と
い
う

の
で
は
、
国
内
の「
競
争
」は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
。「
買
収
防
衛
」と
言
い
な
が
ら
、

体
よ
く
国
内
市
場
で
の
寡
占
化
が
進
む
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

世
界
的
な
企
業
買
収
時
代
に
あ
っ
て

「
巨
大
企
業
」の
優
位
性
が
も
て
は
や
さ
れ

る
が
、
大
き
い
こ
と
が
そ
の
ま
ま
善
と
は
言

え
な
い
。
特
定
の
市
場
や
業
種
で
の
寡
占
化

は
、
何
よ
り
も
競
争
制
限
的
に
働
く
弊
害

を
伴
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

日
銀
は
か
つ
て
の
金
融
危
機
の
際
、
銀
行

か
ら
買
い
入
れ
た
保
有
株
を
今
年
一
〇
月

か
ら
順
次
売
却
す
る
。
そ
の
額
は
約
三
・
六

兆
円
。
売
却
に
当
た
っ
て
市
場
へ
の
悪
影
響

を
排
除
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
際「
誰

に
売
る
か
」の
視
点
も
無
視
で
き
な
い
。
銀

行
保
有
株
の
買
い
入
れ
は
、
日
本
の
株
式
持

ち
合
い
制
に
引
導
を
渡
し
た
と
評
価
さ
れ

る
が
、
こ
れ
を
元
に
戻
す
の
に
再
び「
持
ち

合
い
復
活
」を
後
押
し
す
る
よ
う
で
は
、
何

の
意
味
も
な
い
。

大
手
企
業
の
株
式
持
ち
合
い
は
、
鉄
鋼

か
ら
電
機
、
自
動
車
、
薬
品
な
ど
幅
広
い

業
種
に
じ
わ
じ
わ
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。
仮

に「
買
収
防
衛
」だ
け
が
目
的
で
な
い
な
ら
、

企
業
は
持
ち
合
い
に
見
合
う
具
体
的
な

成
果
を
正
確
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

企
業
が
投
資
を
目
的
に
株
式
を
保
有
す

る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
適
正
な
経
営
行
動
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
と「
持
ち
合
い
」と

な
る
と
、
結
果
と
し
て
株
式
資
本
や
市
場

を
非
効
率
に
導
く
副
作
用
や
弊
害
が
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

持
ち
合
い
の
規
模
が
よ
り
拡
大
す
れ
ば
、

会
社
の
価
値
を
示
す「
株
価
」そ
の
も
の
に

も
、い
ず
れ
投
資
家
か
ら
疑
い
の
目
が
向
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
の
競
争
力
向
上
を
掲

げ
る
日
本
の
一
流
大
企
業
が
、
内
向
き
の

「
持
ち
合
い
復
活
」で
は
、
ど
う
に
も
様
に
な

ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
…
。

株
式
持
ち
合
い
の

「
復
活
」

萩
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